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はじめに
材高は、中国E史の倭・倭固から説き起こし、 8世紀初頭の大宝律令の成立までを概観したもので
ある。この間、日本列島は、主に朝鮮半島を介し、また中固との国際交流を通じて、社会の文明化に
成功した。紙幅の関係で、その詳細を説くことはできないので、その歴史的流れを中心に述べること
にした。
すでに「ヤマト王権と律令制国家の形成」や『ヤマト王権』などの論稿を通じて叙述を試みてきた
が、 「日本列島の文明化を究明する古代学の総合化研究Jの一環として、あらためて僻献することに
した。論述すべき本来の姿からみると、まだまだ不十分であることは承知しているが、その試みとし
てご理解し、ただければ幸いである。
一貌と邪馬台国
中国正史と「倭・倭人・倭国j
日本列島の「歴史」を記した『日本書紀~ (720 年)や『古事記~ (712年)は、 8世紀前半に編
纂された書物で、必ずしも同時代の史・資料に基づいて書かれていない。そのため、 7世紀以前の歴
史は、中国史書や出土文字史料から考察することになる。まとまった史料としては、 『漢書~ ~三国
志』など中国正史である。そのE史の「東夷伝J r夷蛮伝」に、 「倭・倭人・倭国」の記載があり、
朝鮮半島の韓・高句麗・扶余等とは区別されている。
「倭人Jは『漢書』地理志が初見で、次が「後漢書』になる。ただし、正史の成立としては『後漢
書』よりも、 『三国志』の編纂の方が古い。~後漢書』にも、 1 世紀の列島を示した独自記事がある。
中国の外交交渉の対象が、 1世紀半ばの「倭の奴国」から、 1世紀末""'2世紀初頭に「倭国」に変化
している。ここに「倭国」という、政治的統合の一定のまとまりができたと思われる。
邪馬台国で著名な「貌志倭人伝Jは、正しくは『三国志規書』の「烏丸鮮卑東夷伝倭人条」である。
中国の遼東郡の政治的支配権を掌握した公孫氏が独立し、楽浪郡の南部に設置した帯方郡に、倭は属
国として外交関係をもった。しかし、公孫氏政権は、景初2年 (238)に貌に滅ぼされ、倭固と貌と
の直接的外交が開始された。 r貌志倭人伝」には「卑狗J r卑奴母離」や「卑弥呼」など、固有名詞
が後の「日本語」と同じような語順で書かれている。中国からみた日本列島(東北北部・北海道を除
く)の倭人集団は、 「イ委語」という言語の共通性をもち、弥生文化という稲作農耕に裏付けられた文
化的世界を形成し始めた。その倭国の盟主閣が、邪馬台国である。
邪馬台国
邪馬台国の所在地については、古くから九州説と近畿説(大和地域説)とがあり、激しい論争がく
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り広げられてきた。邪馬台国の所在地が確定しないと、その後のヤマト玉権の形成史に少なからぬ影
響を与える。今日では、近畿説が有力であるが、歴史学の原則的見地からいえば、所在地を証明でき
る同時代の印綬・封泥などが出現しないかぎり確定は難しい。
ただし、親が倭聞に対し、どのような地理的認識を有していたのかは「貌意倭人伝Jから知ること
ができる。その書には、貌から見た邪馬台国の位置について、 (1) rその(帯方郡からの)道里を
計るに、当に会稽・東冶の東にあるべし」、 (2)その産物・習俗は、 「借耳・朱崖と同じ」と記さ
れている。(1)の会稽・東冶は、現在でいうと斯江省・福建省の地で、その斯江・福建省の東方海
上となる。 (2)の借耳・朱崖は海南島の地名であり、その物産と比較されている。このように貌の
時代には、邪馬台国は台湾の東方海上にあったとされる。列島に視点をかえれば、九州、|の南方という
ことになる。とれが、当時の貌における邪馬台国の地理的認識である。ただし、現実の列島の姿から
みれば、貌の地理的認識はまちがっており、実際の所在地とは別となる。こうした問題点があるが、
との誤認識にも重要な政治的意味がある。
当時の中国は、貌・萄・呉が相対立して抗争する三国時代である。貌にとって、邪馬台国は敵対す
る呉国の東方海上に位置すると理解されており、呉との外交的対策上、戦略的にも重要な固として邪
馬台国は認識されていた。
1世紀半ばの日本列島では、中国外交の対象は「倭の奴国」であり、倭の中心は北九州|にあった。
やがて2世紀前後に「倭国Jとしてまとまる政治的連合体が形成された。その約 100年後、'邪馬台国
が倭国の盟主となった。その邪馬台国の時代、国王を男性にするか女性にするかで、倭圏内では争い
がおこり、大乱にまで発展した。まだ倭国としての政治的統合体が、それほど強固にはなっていない
ことを示唆している。
この時期、列島の政治的中心はどこにあったのだろうか。岡村秀典による出土鏡の研究によれば、
当初は九州から近畿地方に比較的均等に分布していた漢鏡(中国の漢王朝で製作された鏡)が、 2世
紀半ば以降、四国東部から近畿に集中するようになる(r考古学からみた漢と倭J)。漢鏡は、各地
域の首長権を象徴する宝器であり、その主たる分配権を近畿地方の首長が握ったことを意味する。漢
鏡がそれぞれ製作後に輸入され、その地で伝世されて副葬されていたとすれば、 2世紀後半には近畿
地域の方が政治的に優位になったと判断できる。
このような倭国の統合プロセスから 3世紀初頭前後を傭敵すれば、日本列島の政治的中心は近畿地
方に移行していたことになる。卑弥呼が貌皇帝から贈られた「銅鏡百枚」は、画文帯神獣鏡が主と思
われるが(三角縁神獣鏡も含まれる)、その出土分布の中心は近畿地方である。これは漢鏡の分布と
同じ現象であり、邪馬台国の所在地は近畿地方の可能性が強い。
卑弥呼は「倭の女王」
「貌志倭人伝」には、卑弥呼は「邪馬台国女王」とは書かれておらず、邪馬台国は「女王の都する
所なり」とある。邪馬台国は倭の女王である卑弥呼が居住し、統治する都という位置づけである。
倭国では、元は男子が王位を継承していたが、内乱が起こったため、一女子を共立して王とした。
卑弥呼である。卑弥呼の没後も、 「更に男王を立つるも、国中服さず、更ごも相抹殺し、当時、千余
人を殺す」という理由で、卑弥呼の宗女壱与(台与)が即位して、乱を終息させた。つまり、男王か
女王かで倭国内において抗争が起こり、争いを終えるために、女王を即位させていたのである。この
ように倭国王は、倭国を構成する国々の政治的意思によって選ばれていた。これら諸国の盟主国が邪
馬台国であり、その連合体が倭国であった。
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卑弥呼は、対外的には貌の皇帝から「親貌倭主Jの称号を拝命した。同様の称号である親貌大月氏
王」を授与されたのは、中国西方の大月氏国(クシャーナ王朝)である。つまり、呉・萄と戦ってい
た貌が、両国への外交圧力を意識しつつ、外臣である東の倭国と西の大月氏固に高い位を与えたので
ある。倭国は、毎年の朝貢を求められる国ではなく、不臣の朝貢固という外交的ポジションあった。
また、圏内では「鬼遣を事とし、能く衆を惑わすj とあるように 、ンャーマンとしての性格を持っ
ていた。 r鬼道Jとは、原始的な亙術を行なうシャーマンを、貌が蔑んで呼称した言葉であろう。ま
た、 「王と為りて自り以来、見ること有る者少なしJなどと記されており、 「見えない王」としての
性格に本質があった。
卑弥呼の政治は、弟が佐治していた。 r佐治」という漢語は、辛亥年 (471)の干支銘をもっ稲荷
山古墳出土金織名鉄剣にも、 「働日多支歯大王の寺、斯鬼宮に在る時、吾、天下を左治(佐治)Jと
みえる。 3世紀の倭国には「治天下」としサ政治;意識はなかったが、 5世紀において倭国王は「治天
下」意識を持ち、ヲワケ(平獲居)は「天下を左治」していた。卑弥呼と男弟とは、 「佐治の関係」
で結ぼれていたのである。
邪馬台国時代の倭国の身分は、支配層の「大人」と被支配層の「下戸」という区分があり、大人と
下戸の聞には、身分差別が存在していた。 w貌志』の東夷伝では、被支配者である下戸が共通し、支
配階層は大人のほか、 「豪民J r大家J r長帥・渠帥」などがみえ、国ごとに異なった名称で、呼ばれ
ていた。おそらく各国ごとに地域的特色を有していたからであろう。そして奴蝉がいた。このように
大人・下戸・奴稗という 3階層があったO 卑弥呼の葬儀では、奴蝉百余人が拘葬されており、奴牌は
奴隷である。
また、 「夫・妻・子」の世帯と「門戸」、そして「宗族」という集団が記されている。門戸は学術
用語でいう家族共同体で、宗族は必ずしも中国的父系氏族ではなく、倭人的精ノ教を有する氏族集団で
あろう。これらが邪馬台国時代の社会である。
二 ヤマト主権の成立と前方後円墳
ヤマト王権の成立と初代の王
ヤマト王権の由来と伝承は、 『古事記』と『日本書紀』に記されている。しかし、両書は八世紀前
半に撰上された書なので、史料批判が必要となる。 r記・紀Jの編纂は、 「帝紀J r旧辞」に基づい
て編纂されているが、両書において「はっくにしらすすめらみこむ(始めてこの国を統治する天皇)
と評されているのは、第 10代の崇神天皇(W書紀』は御肇国天皇、 『古事記』では「初国知らしし御
真木天皇」と記す)である。市紀に、崇神天皇をヤマト王権の「初代の王」とする伝承が伝えられて
いたからであろう。
初代のヤマト王権の王と想定される崇神であるが、主位に就いて実在したことを証明する史料はな
い。中国との外交でみれば、 3世紀の邪馬台国以降、 5世紀の I倭の玉王」の時代までは外交関係が
途絶えていた。そのため、同時代史料はなく、考古学的資料から推測せざるをえない。
今日、崇神陵古墳としては、奈良盆地南部の柳本古墳群にある行燈山古墳が比定されているが、ほ
ぼまちがいない。墳正の長さは242m、周濠を含めると約 360mという前方後円墳で、築造年代は4
世紀前半といわれる。この古墳の築造年代から考えて、ヤマト王権は4世紀前半とろには成立してい
たと思われる。なお崇神が、国内でどのような国王称号を使用していたかは不明である。中国正史の
『魂志』から『宋書』までの倭国の記事では、倭国の首長は「倭王Jないし「倭国王jであり、 「王J
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を名のっていただ、ろう。
ところで、考古学では定型的な企画で築造された前方後円墳の成立をメルクマールとして、ヤマト
王権の成立を考える説がある。古墳の祭把が、首長権の継承を含めた宗教的祭把を伴った葬制儀礼で
あることはまちがいない。しかし、前方後円墳の成立がヤマト王権の成3主であるとする考えには、必
ずしも理論的・実証的な根拠は示されていない。
しかも、この考え方の背景には、古墳(王墓)の立地点を政治的センターと誤解することが多い。
巨大な前方後円墳が壬慕である可能性は強いが、壬慕は何よりも王の遺体が葬られる場である。王基
である前方後円墳の所在地から「王朝論」を説くのは、その理論的根拠を明示しなければなるまい。
王墓は、王の遺体が葬られる場であり、そこで、政事が行なわれるものではない。
当時の政治的センターは、あくまで王が居住する王宮であり、王墓の所在地を政治的センターとす
ることはできない。図1に示すように、王宮は奈良盆地(大和地域)にあるが、王墓は河内(後の和
泉を含む)に営まれている。したがって、河内に王墓が集中するという理由から、河内中心の「河内
王朝論jを唱えるような説は、何ら実証性がないといわなければならない。
『古事記』において、たとえば崇神天皇の場合「御真木入日子印患命、師木の水坦官に坐して、天
の下を治しめすJと記されている。師木水垣宮で政事が営まれたと書かれており、こうした政治意識
からみても、王宮所在地が政権中枢であり、とこから王権論を立てていく必要がある。
図1によると、第 10代の崇神の王宮は師木水垣官、続く第 11代の垂イ二は師木玉垣宮(W書紀』は
纏向)、第12代の景行は纏向日代宮となり、奈良盆地東南部に王宮を構えていた。このように王宮は、
後の大和国磯城郡を中心とした地域に営まれたが、同ーの場所ではない。王宮は、王の代替わりごと
に別の場所に営まれていた。これを「歴代遷宮」という。
【図1 王宮と王墓】
王 宮 主基
『古事記』 『日本書紀』 『古事記』
10崇神 大和師木 水垣宮 磯城 瑞離宮 大和山辺道勾之岡上
11垂計二 大和師木 玉垣宮 纏向 珠城宮 大和菅原 御立野
12景行 大和纏向 日代宮 纏向 日代宮 大和山辺道上
13成務 近江志賀 高穴穂宮 大和狭紀 多他那美
14仲哀 長門穴門 豊浦宮 穴門 豊浦宮 判内恵賀長江
筑紫筑紫 詞志比宮 橿日宮
併申功) 大和磐余 若桜宮 大和狭城楯列陵
15応神 大和軽島 明宮 明宮 河内恵賀裳伏岡
16仁徳 摂津難波 高津宮 難波 高津宮 河内毛受 耳原
17履中 大和伊波礼若桜宮 磐余 稚桜宮 河内毛受
18反正 河内多治比柴垣宮 丹比 柴離宮 河内毛受野
19允恭 大和 遠飛鳥宮 河内恵賀長枝
20安康 大和石上 穴穂宮 石上 穴穂宮 大和菅原 伏見岡
21雄略 大和長谷 朝倉宮 泊瀬 朝倉宮 河内多治比高鷲
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22清寧 大和伊波礼窒栗宮 (河内坂円原)
23顕宗 河内 近飛鳥官 大和片岡石坪岡
24仁賢 大和石上広高官 (河内埴生坂本)
25武烈 大和長谷列木官 大和片岡石坪岡
* 0は『日本書紀』
さて、歴代遷宮のなかで、必ずしも王一代に一王宮とはかぎらない。 5世紀の雄略天皇の場合、埼
宝の稲荷山古墳出土の金錯銘鉄剣には「斯鬼宮」、 |記・来日」には「長谷朝倉宮j どあり、王宮は複
数存症していたようだ。また『日本霊異記』には、 |泊j頼朝倉官j と「磐余宮」というニつの宮が別
々に書かれている。ヤマト王権は、特定の地域を政治的・経済的基盤にするような王権ではなく、王
宮を必要な場所に造営することができたからであろう。
前方後円墳の成立とヤマト王権
現在のkころ、最古級の前方後円墳は行燈山古墳(崇神|凌)の南方にある箸墓古墳である。 3世紀
中葉前後の築造といわれる。したがって、行燈山古噴l士、箸墓古墳が築造されてから、数十年を経過
して造られたことになる。この期間にも前方後円墳は築造されているので、前方後円墳の形成時期と
ヤマト王権の成立期とには、かなり時間的なずれがある。それにもかかわらず、崇神天皇の王墓は、
前方後円墳の営造というかたちを継承して構築された。このような同じ墳型の採用は、同一の儀礼を
伴う葬制の継承を意味する。こうした儀礼では、首長権の継承儀礼を受け継いでいると思われるので、
王墓形式を同じくすることは、政治文化の共有を意味する。各地域の政治勢力が、共通する政治的ネ
ットワークで結合したことを現している。
ところで、前方後円墳の成立は、各地における地域的特色をもって築造された弥生墳丘基を歴史的
前提にしている。この墓制から定型的な企画をもっ前方後円墳が、奈良盆地を中心とする近畿地方で
築造されるようになった。興味深いことに、前方後円墳を構成する諸要素は、近畿地域の弥生墓制を
基に発展した型ではなく、列島各地の弥生墳正墓の総合化という性格を有していたことである。吉備
で発達した特殊器台・特殊査という土器を古墳の周囲にめぐらせるなど、東瀬戸内の影響や山陰・北
九州などの影響を受けて築造されていた。したがって、前方後円墳体制の形成は、倭国の統合プロセ
スのなかに位置づけることができる。
しかしながら、 「記・紀jの伝承には、前方後円墳の築造からヤマト王権の起源を説くような記述
はない。 r記・紀」において、その由緒が記されたヤマト王権の成立問題とは、日Ijの論理左して考察
した方がよいだろう。ヤマト王権の問題は、 「記・紀」における政治・世界観の問題であり、その起
源は「はつくにしらすスメラミコト」の問題から解釈すべきである。時系列でいえば、前方後円墳の
形成を歴史的前提にして、その発展した政治形態としてヤマト王権が成立したことになる。ヤマト王
権成立以前における、前方後円墳の秩序体制を「プレ・ヤマト王権」と呼んでおきたい。
これまで述べてきた日本列島の政治的統合のプロセスを、時系列で位置づけると、
(1) 1世紀末から 2世紀初頭における、倭悶としての統合
(2) 3世紀後半の近畿地方を中心とする定型的企画をもっ前方後円墳秩序の形成(プレ・ヤマト
王権)
(3) 4世紀前半におけるヤマト王権の成立
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という 3段階を設定することになる。このようにヤマト王権の成立時期には、すでに前方後円墳が築
造されており、ヤマト王権はその政治的秩序を継承していくことになる。
したがって、 3世紀半ばの邪馬台固とヤマト王権との直接的関係はない。 w書紀』編者は「貌志倭
人伝」を通じて卑弥呼の知識をもっていたが、 『書紀Jに記された推古女帝以前の「天皇Jはみんな
男性である。そのためか、卑弥呼を神功皇后に比定せざるをえなかった。ヤマトE権の伝承には、卑
弥呼が含まれていなかったと想定される。
ヤマト王権の歴史
中国正史には、 5世紀の『宋書J倭国伝に「倭の玉王」の記載がある。 4世紀の玉胡十六固と呼ば
れる中国王朝の分裂時代には、倭国の史料は記載されておらず、 「謎の4世紀」と呼ばれている。一
方の朝鮮半島では、この時期、北方の高句麗が勢力を伸ばし、中国の楽浪郡・帯方郡等の行政組織を
崩壊させている。
414年に、圏内城(現在は中国吉林省集安市)に建てられた高句麗第 17代の広開土王(誼号は女子
太王)の碑文(好太王碑)が残されている。好太王碑の研究は、武田幸男と徐建新によって原石拓本
研究が進み、碑文については基本的に「改賓」などがなかったことが明白になった。碑文は広開土王
の勲績を讃える頒徳碑であるが、三つの内容に分けることができる。
(1)始祖伝承から始まる好太王の功徳と立碑の目的
(2)編年体に書かれた好太王の具体的戦績
(3)墓の守護(守墓)と好太王の遺習I!
という内容である。 2013年には集安市で新たに見つかった集安高句麗碑(発見は2012年7月)の釈
読文が公表された。釈読文はまだ確定していないが、 (3)の守墓と密接な関係があるが、倭国の記
載はない(~集安高句麗碑~ )。
この碑文の第二段のなか、永楽6年 (396) ・9年・ 10年・ 14年条に倭に関する記述がある。この
碑文によって、 4世紀末の高句麗と倭国との関係を知ることができる。
永楽6年条には、好太3:.自らが百済に赴き、征服活動を行なった理闘が、前置き文のかたちで記さ
れている。その文は「倭以辛卯年来渡ロ破百残口口新羅以為臣民J (ロの3文字は釈読不可能)である。
その前の文章に、旧来の高句麗と百済・新羅との外交関係が、 「百残(百済の蔑称)と新羅、旧より
是れ(高句麗の)属民にして、由来、朝貢Jす、と記述されている。高句麗と百済・新羅阿国との朝
貢関係が、倭によって壊されたのである。内容的には、倭が辛卯年 (391)に「渡海」して新羅を破
り、おそらく百済と新羅の民を「臣民」にした、ということであろう。また、碑文では「倭は不軌に
して、帯方の界に侵入しJ (14年条)というように、朝鮮半島への侵略に関連して記載されている。
このように倭の朝鮮半島進出は、否定することが不可能である。
このようなヤマト王権による半島進出は、日本列島の文明化と深く関係している。 w貌志J弁辰条
に、 「国は鉄を出し、韓・減・倭皆従いて之を取る」とあるように、 3世紀の倭は半島の鉄を入手し
ていた。また、 『書紀」欽明紀によれば、倭国は百済への軍事的支援の見返りとして、各種の手工業
技術者や知識人の受け入れを行なっていた。ヤマト王権にとって、半島の文物や技術は文明化にとっ
てきわめて重要事であり、安定的に受容するために外交関係を利用していたとみるべきであろう。
5世紀のヤマト王権と宋
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さて、話を5世紀にもどすと、 420年(永初元)に建国した南朝の宋のもとへ、倭国王である倭讃
(倭が姓で、讃が個人名)が使者を派遣した。中国へ使者を派遣するのは、東晋末期の 413年以来に
なる。中国皇帝が周辺国の王を任命することを「冊封」というが、倭国王は代替わりごとに、冊封を
求めたのである。こうして、倭国王の名前と系譜などを知ることができる。~.宋書』倭国伝には、宋
と外交関係を結んだ五人の倭国王、讃・珍・済・興・武の外交交渉が記述されている。いわゆる「倭
の王王」である。
倭国王は、朝鮮諸国への軍事的支配権を宋の皇帝から承認してもらうため、特別な「自称称号」を
名のっていた。たとえば珍の場合、 「使持節都督倭・百清・新羅・任那・秦韓・慕韓六回諸軍事、安
東大将軍、倭国王」を自称し、その称号への除正(仔:命)を要望した。その結果、珍は「安東将軍・
倭国王Jの称号を与えられた。自称称号から、 「使持節都督J以下にくる「百済・新羅・任那・秦韓
・慕韓」の国名・地名が省かれ、 「安東将軍・倭国王」の名称しか認められなかった。つまり倭国王
の珍は、百済以下の国・地域に対する軍事的支配権を主張したが、宋からは承認されなかったので、あ
る。
5世紀の倭国は、宋に対し、倭のほか百済・新羅・任那と秦韓(辰韓) ・慕韓(馬韓)に対する軍
事的支配権を認めさせるわに国諸軍事、安東大将軍」の将軍号を要請していた。これに対し、宋は讃
・珍には、倭国側の要求を承認しなかった。済の時代になって、ようやく百済を除いた「使持節都督
倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諾軍事、安東将軍、倭国王」の称号、つまり半島南部の一定
地域の軍事的支配権を認めた。百済は、宋とはすでに冊封関係にあり、倭国の軍事的支配は承認しな
かった。百済の代わりに、 「力日羅J (伽耶・加耶・加何)を加えて冊封した。
伽耶は小国として分立し、 4世紀には伽耶諸国として存在したが、統一国家は形成されていない。
5世紀の後半には、伽耶の政治勢力は二分し、南の金官加羅と二Itの高霊伽耶を中心とする大伽耶に分
かれた。
なお、 「イ委国伝」では、 2人目の珍と 3人目の済との聞に親族関係が記されていない。そのため、
「讃・珍」と「済・興・武」とはグループが異なる二つの氏族集団が存在していたとする説もある(二
王家論)。しかし、 『宋書』文帝紀に「安東将軍倭王倭済(倭王の倭済)Jと記されており、倭の玉
主は、 5人とも倭国の「倭」を姓としていた。宋は、倭の五王の一族を、倭姓を名のる父系の氏族と
認識していたのである。
倭の五玉は、 「記・紀Jに記された天皇と比定すると、どのようになるだろうか。 I武Jは金錯鶴
鉄剣の「獲加多支歯Jに該当し、オホハツセノワカタケル(雄略天皇)であることはほぼまちがいな
い。この「武」は、個人名「タケノレjの意味を掛酌して「武Jの宇を用いたと思われるO との例から
すると、タヂヒノミヅ、ハワケ(多治比に王宮を構えたミヅ、ハワケ。反正天皇)が「ミヅ」の意味から
「珍」と呼称された可能性が強い。
このように「武」と「珍jは、個人名から「記・紀Jの天皇と比定できる。ただし、これ以外の倭
国王は、 「記・紀」に記載された玉名から比定することは難しい。 I倭国伝」と「記・紀」の系譜を
比較すると、 「興」が安康天皇、 「済」が允恭天皇の可能性がある。ただし、アナホと「興」の字、
ヲアサヅマノワクゴノスクネ(朝妻に王宮を構えたワクゴノスクネ)の「ワクゴ」と「済」の宇の関
係は説明することができない。 I讃JI土、オホエノイザホヲケ(大江〈地名〉に王宮を構えたイザホ
ワケ(履中天皇)であろうか。
列島出土の金文と人制集団
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さて日本列島からも、 5世紀の倭国の実状がわかる同時代の刀剣史料がある。いちばん古い文字史
料は、千葉県市原市の稲荷台一号墳出土の王賜銘鉄剣であり、 5世紀の第3四半期とされている。銘
文として判明する文字は、
(表) ["正賜ロロ敬口J
(裏) ["此廷口口…」
であり、ヤマト王権から東国の首長に下賜された廷刀である。当時の倭国の首長は、宋から「倭国王J
と呼ばれており、国内においてもその「主Jを名のっていたことがわかる。つまり、対外的称号も国
内称号も同じ「王」であり、共通の称号で呼ばれていた。
? ? ? ?
?
????????????????????????????????????????????????????????? ???? ?
次は、埼玉県行田市の稲荷山古墳出土金錯銘鉄剣と
熊本県和水町の江田船山古墳出土銀錯銘大刀である。
それぞれ金・銀を使った象最されており(厳密にいえ
ば、地金を象献して磨き出している「錯J)、象最技術
や文宇の宇形などから、朝鮮半島との関係が指摘され
ている。金錯銘鉄剣の鉄素材は、中国からもたらされ
た地金が使用されたと想定されている(佐々木稔『鉄
の古代史~ )。との説に従えば、倭の玉壬の交流を通じ
て入手した素材ということができょう。
両者には、 「獲加多支歯(ワカタケノレ)Jの名前がみ
える。雄略天皇のことである。金金蹄鉄剣には「辛亥
年」の干支があり、西暦471年である。金錯銘鉄剣に
は、 「意富比墳(オホヒコ)Jの名前があり、 「はつく
にしらすスメラミコト」である『日本書紀』崇神紀に
みえる四道将軍の一人「大彦」と恩われる。ヲワケが
杖万人首としてワカタケノレに奉事(仕え奉る)由来を、オホ
ヒコに結びつけたことは、その由来時期を崇神の
世に求めたことを意味する。すでに5世紀後半には、
オホヒコに関連する伝承は確実に存在していた。
この金錯銘鉄剣には「杖刀人首J、鍛鱗大刀には
「典曹人」の職名がみえる。杖万人は「刀を杖(も)
つ人」のことで、武器を持つ武官であろう。ヲワケは
東国の人物として都に出仕していたのである。
一方の典曹人は、 「曹を典(っか〉さどる人」の意味であり、曹(役所)を管理する文官であろう。
つまり西から文官、東から武官が都に出仕していたのである。二つの刀剣は漢文で書かれているが、
倭国の官職も漢語表現の職名であり、、中国の制度の影響が強いだろう。
こうした**人の職名は、 「養鳥人J (雄略10年条)と「典馬(人)J (雄略8年条)がみえる。
また、一宇の漢字表記では、 「厨人J (雄略2年条)、 「湯人J (雄略3年条)、 「船人J (雄略23
年条)などの職名がある。このように、 5世紀後半には、漢語表現で職名を記す職能的分業システム
が存在していた。これを「人制」と呼んでおきたい。なお、 「杖刀人首」という語句から、人制の職
能集団には「首」と表記される首長が存在していて、杖刀人全体を統括していたと恩われる。
錦繍鉄剣]
〈?? ?? ???????????。? 、 。 、???ヶ。 、 。??? ? ???? ? ??????? ? 。 ???、 、 。
【図2
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『宋書』倭国f誌に記された武(雄略天息)の上表文 (478年)では、武は「開府儀岡三司Jを自称
していた。これは、役所の施設を聞くことができる(開府)武官のこと。武は原初的な「官職制」の
設置を自称していたのであるが、宋からは承認されなかった。杖刀人や典曹人などの人制の職能集団
の体制を、武は「開府儀同三司Jと称したのであろう。
王宮・王墓の移動と前方後円墳
図1によると、応神以降の4世紀末に、王宮は難波・河内地域に移動した。巨大な前方後円墳が王
墓である可能性は高いが、王墓も奈良盆地から大阪平野(古市古期準と百舌鳥古墳群)に造営される
ことになった。しかし、ヤマト王権の政治的センターである王宮は、いったん大阪平野へ移ったもの
の、奈良金地へ戻っている。王宮にかぎっていえば、ヤマト主権の内部的事情から移ったと考えざる
をえない。したがって、王宮が一時難波地域に移動したが、奈良盆地にもどる。この時期の王権論は、
あくまで王宮を核にして論じるべきである。
ととろが、注意したいことは奈良から大阪への移動にかかわらず、古墳の墳型は同じ前方後円墳で
あること。つまり、古墳にみられる葬制儀礼や首長権の継承儀礼などは、墳型から判断するかぎり変
化していない。おそらく「王朝交替Jのような、文化的・政治的な変化ではなかったと思われる。応
神天皇の時期は、中国との直接交渉は途絶えていたが、朝鮮半島との外交・戦争は活発であった。 r記
・紀」では、応神は半島に所在する新羅などの蕃国文配を実現した天皇として記されている。
それまで河内地域の地方豪族は、小規模な前方後円墳を築造することによって、ヤマト王権と繋が
っていた。 5世紀の河内地域には、強大な在地勢力は存在しておらず、大和地域を基盤とする政治勢
力が圧倒的に優位で、あった(熊谷公男『大王から天皇へJl)。河内には、ヤマト王権を凌駕して政権交
代を実現できるような勢力はいなかった。すなわち河内への王墓の移動は、王宮と同じように、大和
地域を中心とする王権の発展として捉えることになる。
王基が所在する百晋烏古墳群は、瀬戸内梅から難波樟に向かう船舶にとって可視的なモニュメント
を意味する位置にある。一方の古市古期幸は、難波津から河内湖・大和川を経て奈良盆地に向かう交
通の要衝地に近く、外交使節に覇権を示す場所である。大阪平野への王宮・王墓の移動は、ヤマト王
権の海外展開を見据えた行為であったと思われる。
次に、ヤマト王権の象徴ともいえる前方後円墳が示す政治的秩序の問題について述べておきたい。
列島では前方後円墳が成立した後にも、円墳・方墳のほか前方後方墳など多様な形態の墳墓が造営さ
れていた。これら古壌には、形態の違いのほか規模の大小もある。前方後円墳の営造は、ヤマト王権
との政治的関係を体現するので、築造された古墳の墳型・規模によって、その政治的距離をはかるこ
とができる。ただし、主要な王陵が発掘されていない今日、被葬者の比定は不可能である。また、副
葬されている威信財の実態も不明で、あり、前方後円墳の秩序を基礎に王権内の序列を説くことには大
きな制約がある。
また、前方後円墳の形成から終末までの歴史が、ヤマト王権の成立から律令制国家に至る過程とパ
ラレルに進行するわけではない。ヤマト王権における諸画期と、前方後円墳の歴史を関連づけること
は原理的に難しい。とりわけ国家形成に重要な役割を果たした、 6世紀における伴造制(部民制)
国造制などの政治的システムを、前方後円墳論に取り込むことは、学問の性格上から容易ではない。
ただし、各地にみられる盟主墓の変遷などは、ヤマト王権の政治的動向と関連づけて考察することは
可能で、あろう。なお、こうした事実は考古学の方法論上の問題点を示すもので、学問的な優劣の問題
とは無関係である。ちなみに伴造制などは、社会的分業を示す遺跡・遺構・遺物から考古学的研究と
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の共同研究が期待される。
朝鮮半島からの移住と文明化
5世紀になると、宋との直接交捗が始まったが、国際交流の対象は中国だけではなく、朝鮮半島と
の交流も引き続き行なわれた。固有の文字をもたず、鉄資源などが乏しかった日本列島では、半島と
大陸との交流がきわめて重要な役割をになった。体系的技術を伴った稲作農耕の伝来から始まり、青
銅器・鉄器等の金属の受け入れは、おもに朝鮮半島を経由していただろう。文字を発明しなかった列
島の支配者にとって、漢字・漢語などの文字と言葉の受容は、東アジア地域における共通言語を習得
することで、あった。 6世紀以降、仏教・儒教などの宗教・思想をはじめ律令法を受け入れるにいたる
が、漢字・漢詩・漢文の習得がその基礎となっていた。
半島や大陸から渡来した移住民の歴史的役割は、列島における「未聞から文明」への発展の橋渡し
である。 r中国や朝鮮から持ち込んだ種々の技術や知識や文物が、当時の日本の社会の進展と文化の
発達に、決定的な役割を果たした」のである(関晃『帰化人Jl)。平安時代初期に著された『新撰姓
氏録』には、渡来系移住民である諸蕃の氏族が約3劃を占める。
鉄をはじめとする資源と文化の輸入を確実に実行するため、こうした渡来系の人々の移住を安定的
に行なうことが必要であった。こうした理由で、朝鮮半島の諸国を朝貢国である蕃国として隷属させ
ようとしてきたのである(石母田正『日本古代国家論』第一部)。中国の華夷思想、によって蕃国視して
いるが、その資源・技術・文化は必要不可欠であった。中国の皇帝が東夷の蕃国諸国に求めたのは、
有徳の天子に対する朝貢で、あった。ヤマト王権の場合、鉄資源、や技術を持つ人間の移住など、文明化
への実利を求めてきた。両者の質的差異は、あまりに大きい。
ただし、一方向的な交通を考えるべきではない。列島では、半島と大陸産の遺物が多く出土してい
るが、半島側でも少なくない倭国系の文物が出土している。また、夜光貝などの南島系の遺物も半島
から出土している。そのため、 「半島から列島へJという一方向だ、けではなく、 「列島から半島Jへ
の移動を含め、双方向の視点から問題を捉える必要がある。
渡来系移住民と手工業
5世紀には、半島から多数の工人が列島に移住し、手工業の技術革新や土地の開発に大きな役割を
果たした。こうした技術者は、 『日本書紀』などの文献には「陶人」や「金人」として記されている。
ここでは発掘調査に基づく、考古学の研究成果から考えてみたい。渡来系工人の代表的遺跡は、金剛
山の東麓の扇状地で東側は巨勢山丘陵が走る、御所市地域の南郷遺跡群である。古墳時代中期 (4世
紀後半"-'5世紀後半頃)の遺跡群であり、大型建物や新日遺跡のほか、武若槻・機織り具等の手工業
生産を行なう工房遺跡が見つかっている。南郷遺跡のほかにも、たとえば天理市の布留遺跡の刀装具
類も、渡来系技術者の関与があるという。
半島からの移住民の遺跡として、かつては韓式系土器(朝鮮系土器)の出土が重視されていたが、現
在ではミニチュアの小型炊飯具や農耕具などの遺物や、半島からもたらされた「大壁建物J(主柱が土
壁に塗り込まれた、大壁造りの建物)の存在が、手工業技術者の遺跡・遺構・遺物として考えられてい
る。南郷遺跡群の場合、 5紀前半に形づくられて5世紀後半がピークになる、大規模な手工業生産の
工房が想定されている(坂靖『古墳時代の遺跡学Jl)。
残念なことに、南郷遺跡群と直接関係するような「記・紀」の記述はない。南郷遺跡群に関連する
高官(旧大和国葛上郡高官)は、 (葛城)襲津彦の娘で仁徳皇后・磐之媛が「葛城高官我家の辺」
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( ~古事記』仁徳段)と歌っている。後の蕎城氏につながる氏族が、本拠地としていた可能性がある
(坂靖同書)。この高宮は、襲津彦が新羅から連れ帰って移住させたという、桑原(旧大和国葛上郡
桑原) ・佐鹿(同葛上郡佐味) ・高官・忍海(旧大和国忍海郡)の四邑の一つであり (神功紀)、四
邑は現在の御所市が中心である。南郷遺跡、群が営まれたのは、神功紀が措いた時代とは遣うが、渡来
系移住民の伝承は遺跡の性格を物語るだろう。
一方の大阪平野では、河内湖周辺の遺跡と陶邑窯跡群が注目される。古代の河内地域は、北から淀
川|、東から大和川が合流し、河内湖と呼ばれる湖沼を中心とした未開拓の低湿地が拡がっていた。ヤ
マト王権は、半島から移住した技術者集団を集住させ、河内湖周辺の開発や、陶邑による須恵器の大
規模生産に乗り出した。
また、河内湖周辺の遺跡では、大阪府四条畷市の蔀屋北遺跡が興味深い。この5・6世紀の集落遺
跡からは、馬の飼育と関連する土器や馬具が出土し、半島産と想定された馬具もある。さらに、準構
造船の船材を転用した井戸枠や、馬一頭の埋葬遺構が見つかっている(~何内湖周辺に定着した渡来
人Jl)。この河内湖周辺や淀川の氾濫原を牧にした移住民は、後に河内馬飼とされた部民に組織され
た祖先の人々と推定される。
大阪府南部の泉北正陵に位置する陶邑窯跡群(堺市・和泉市・岸和田市)では、硬質土器が大規模
に生産された。~日本書紀』には「茅淳県陶晶J (崇神7年条)とみえる。 r新漢陶部高貴J (雄略
7年条)とあるように、 「新漢(今来漠人)Jと呼ばれており、新しい技術・技能をもっ工人系移住
者左して認識されていた。須恵器は、窯を用い高温の還元焔で焼成された青灰色の硬質の焼物で、陶
邑窯跡群では、主に伽耶地域や前方後円墳が築造された栄山江流域の陶質土器の影響をうけて生産さ
れていた。
このように、ヤマト王権は大和の地域には高度な技術の生産工房、河内の地域には須恵器・鉄器の
大型工房を配置したとしづ。大和地域に政治的中枢部である王宮を構えるヤマト王権にとって、当然
の政策的阻置となっている。
三 6世紀の王権と百済文化の受容
継体天皇の即位
『日本書紀』によると、武烈天皇には子どもがおらず、近親者にも適当な皇イ立継承者がいなかった
ので、応神天息の五世孫という男大越(ヲホド)が即位した。継体天是主である。父の本拠地は近江の
高島(滋賀県高島市)、母の出身地は三国の坂中井(福井県坂井市)である。~書紀』によれば、何
内の樟葉宮(大阪府枚方市楠葉付近)で即位した継体は、山背の筒城(綴喜。京都府綴喜郡)、弟国
(旧山背国乙訓郡。向日市・長岡京市付近)に遷った後、継体20年(本文、具伝は7年)になって、
ようやく大和の磐余(旧大和国磯城郡。桜井市付近)に遷都した。王宮が営まれた場所は淀川水系で
あり、旧来の大和川水系とは異なっていた。
継体は、父母の出身地である近江ないし越(越前)地域を政治的基盤にもつ勢力に擁立されたと思
われ、キサキ(后妃)の出身地は、仁賢天皇の娘手白髪を除くと近江・尾張・ 1可内・大和である。父
方の本拠地が近江にあり、周辺の豪族との政略的結婚を重ねた結果であろう。
伽耶諸国と倭
『日本書紀』における継体・欽明紀の外交記事は、亡命百済人によって提出された「百済本記」に
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基づいており、相応の信憲性がある。継体紀の主要記事は朝鮮半島との外交関係であり、 6世紀前半
に「任那J (~書紀』では伽耶全体を指す)が滅亡したとし寸事件がある。
『書紀』には、伽耶諸国と倭との関係は「それ海表の諸蕃、胎中天皇の、内官家(みやけ)を置き
たまひしより、本土を棄てずして、因りて其の地を封させる、良に以有りJ (継体 23年4月条)な
どと記されている。記事のとおりだとすれば、 「内官家を置く」と書かれ、ヤマト王権の何らかの施
設(やけ)が設置されたととになる。倭国に服属する証である「調」を朝貢する固として、 「官家」
と呼ばれたのであろう。
ただし、こうした施設が実際におかれたかどうかは不明で、あり、おそらく「朝貢岡Jの意味であろ
う。これら『書紀』の記事からわかることは、伽耶諸国がヤマト王権に「封」されてし、たことと、両
者が君臣関係で結ぼれていたことである。つまり『書紀』編者は、冊封関係が成立していたと認識し
ていた。
当時の伽耶には、東の新羅と西の百済から軍事的脅威が迫っていた。百済は、朝鮮半島北方に位置
する高句麗の南下策によって、南の伽耶方面に移動していった。 512年(継体6)、百済使は倭国に
上表文を出し、 「任那の四県Jの割譲を要請した。これをヤマト王権は受け入れた。
『書紀』によれば、 「四県Jの割誌には大連の大伴金村が関与していたが、勾大兄(後の安閑天皇)
は反対したと書かれている。金村は、この「任那四県」の割譲問題で、 540年(欽明元)に失脚した。
言葉では「割譲」とされているが、実質的には百済の領有化の承認である。失脚までに時間がかかり
すぎており、ヤマト王権内部で政争が起こっていた。
百済は、 513年には己決の地の領土化を倭に要請したが、同時に五経博士段楊爾を倭に献上する。
百済から一方的な要請があるだけではなく、倭国側への利益享受と対になっている。両国は、双方の
利害が一致する外交関係を保持していたのである。その歴史的意義については、後述する。
継体以降の王位継承一大兄制
継体天皇以前の王位継戒は、いまだ制度化された慣習法がなく、王位継承候補者は同世代に複数い
たと思われる。そのため、王位継承者聞には「兄殺し」の伝承が残されている。第三子であるワカタ
ケノレ(雄略)には兄殺しの記述があるが、ヤマトタケルにも「古事記』に同母の兄殺しの伝承がある。
嫡子(長子)は必ずしも有力な王イ'iIJ継承候補者ではなく、実力を有する子どもが兄を殺害して即位す
ることもあったと，思われる。
ところが、継体即位後に新しい王位継承の動きがあった。勾大兄にみられる「大兄」制の誕生であ
る。勾大兄は、継体と最初の妃・目子媛との聞に生まれた長子で、王位継承に関係する最初の大兄で
ある。大凡とは、後の天皇ないし天皇たりうべき出生身分の人の長子を意味する。その後、厩戸皇子
の子山背大兄や中大兄(後の天智天皇)らにもつけられた。この(1)大兄と、 (2)兄弟による継承が、大
化前代(大化改新以前の時代)の古代王イ封瞳承の原理であった(井上光貞「古代の皇太子J)。
ただし、大兄制によって王位継承の争いがなくなるわけではない。一夫多妻のもとでは、后妃ごと
に複数の大兄が存在するので、即位をめぐる争いが起きる可能性が存在する。そのため、特定の長子
を「太子(皇太子)Jとして扱う太子制がつくられるが、それは6世紀後半のととになる
大兄制の背景としては、 5世紀後半から家族共同体の首長(家長)の継承が、父系的で直系的とな
る傾向や、 6世紀前半以降、夫と妻が同一墓になるという家父長制的な動向が関連していると思われ
る(田中良之『古墳時代親族構造の研究Jl)。
なお、継体の没年は異伝が多く、その年次は必ずしも確定できない。~書紀』本文は「百済本紀」
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lこ基づいて「辛亥J年の継体25年 (531)を没年とする。この「百済本紀Jは、辛亥年に「日本の天
皇と太子・皇子、倶に崩莞りましぬときけり」という伝聞記事を記している。ここに政変を推測する
研究者は、 「辛亥の変」と呼んでいる。
また、継体没後に安閑朝と欽明朝の二三E朝が成立したという説も出されているが、紀年問題から二
王朝説を立てるのは推測の域をでない。~書紀』の没年には別伝もあり、事実関係を確定することは
難しい。継体陵は大阪府高槻市にある今城塚古墳であり、発見された埴輪祭肥場に刻まれた葬制儀礼
をみれば、 「内乱J状態は想定しがたい。継体没後には、安閑即位を想定するのがいちばん自然かと
恩われる。
磐井の反苦しと屯倉・官家
継体の末年に、筑紫君磐井の反乱が起こった。継体は、新羅に併呑された南加羅等の復興をはかる
ため、近江毛野を6万人の兵士らと伽耶に派遣した(~書紀』継体 21 年条)。これに対し、筑紫と
火の国・聾の国(九州|島の北部)に勢力を張っていた筑紫君磐井は、新羅から貨賂(賄)を受けて反
乱を起こした。ヤマト王権の対外政策に、反旗をひるがえしたのである。この時期、九州|の大豪族が
新羅などと結びついて、まだ中央の政策に反対することができた。かつて中央に出仕していた磐井に
は、使者の毛野とは対等の関係だという意識があり、戦いに入った。ちなみにヤマト王権の首長(天
皇)と、同等だと主張したわけではない。
磐井の反乱は一年以上におよび、中央から派遣された大将軍物部偉鹿火が磐井の軍と交戦し、翌年
になって磐井を斬殺して鎮圧した。磐井の子葛子は、連坐して殺害されることを恐れ、購罪として糟
屋屯倉を献上した。磐井の基は、福岡県八女市の岩戸山古墳に比定されているが、北九州では最大級
の前方後円墳である。
ヤマト王権の支配強化に対して反抗した磐井であったが、その結果は皮肉にも糟屋屯倉をヤマト王
権の政治的拠点として差しだす羽田になった。糟屋屯倉は、福岡県の博多湾に面する旧筑前回糟屋郡
(現福岡県糟屋郡の地)に存在する。この屯倉は、ヤマト王権の政治的・軍事的拠点となる。
さらに、宣化元年 (536)には、博多湾沿いの港である那津(旧筑前国那珂郡三宅郷)に、ヤマト
主権の施設である「官家(みやげ)Jが設置された。那棒は、かつて3世紀に奴国があった地域で、あ
り、このミヤケは外交施設と考えられる。ヤマト王権は、筑紫への政治的支配を強めるとともに、国
際関係への対応策を打ち出していった。
欽明朝における国際交流と仏教
継体没後、 『日本書紀』では安閑・宣化天皇の二代が続く。二朝並立や「内乱」はなかったものの、
『書紀』の記述は混乱し、矛盾している。その後、 『書紀』紀年では宣化没後の 540年、 『上官聖徳
法王帝説』では532年に欽明天皇が即位した。父の継体が、即位の正統性を強めるため結婚した仁賢
天皇の娘・手白香との聞に生まれた子どもで、 「書紀』は「嫡子」と表記している。
継体から欽明朝にかけて、百済からの軍事的支援や領土保全の要求に応えながら、倭国は百済から
五経博士や易博士・暦博士・医博士たちが交替勤務すること(上番)を求め、その文化・思想の輸入
をはかつていた。百済から交代で上番した人々は、五経博士と仏教の僧、そして易博士・暦博士・医
博士・採薬師・楽人たちであった。彼らの名は、王経博士の段楊爾(継体7年条)、王柳貴・馬丁安、
易博士の王道良、暦博士の王保孫、採薬師の潜量豊・丁有陀ら(欽明 15年条)の「段・王・馬・潜
・丁」などの姓をもっ。これらの姓から考えると、彼らは中国南朝・梁の文化人であった(末松保和
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『イ壬那興亡史~ )。つまり、南朝一百済一倭国という文化ルートが存在していた。
百済では、武寧王が 521年、聖明王が 524年に、梁から「百済王」として冊封されている。 541年
には、梁に使者を遣わして「方物J (貢納物)を献上し、その見返りとして「浬繋等経義・毛詩博士、
挫工匠・画師等」を要請した(~梁書』諸夷伝)。このように百済は梁と文化的交流をもち、仏教や
儒教の輸入に強い関心をもっていた。 523年に没した武寧王の王墓は、仏教文化の影響が強く、碑築
墓という南朝の基制を受け入れた。倭国は、梁と関係の深い百済を介して、中国の南朝文化を受け入
れたのである。
こうした国際交流のなか、百済の聖明王が仏教を正式に倭国に伝えた(仏教公伝) 0 ~書紀』は欽
明13年 (552)条に、 「釈迦仏金銅像ー躯・幡蓋若干・経論若干巻を献ず」と記す。しかし、 『上宮
聖徳法王帝説』では戊午年(欽明7年、 538)で、 「仏像・経教・僧等を度し奉る」となる。仏教伝
来については、このように538年説と 552年説があるが、欽明朝に伝来したことにはまちがいない。
この仏教公伝に際し、仏像が贈られたことは認めていいだろう。その仏像は、 「蕃神」として受け
とめられた。在来の「国神」と同じ「神Jの扱いである。その仏像の相貌は、 「端厳しj と書かれて
いる。自然神に対する信仰を抱いていた人々にとって、人の形をした金銅ないし極彩色の仏像は、文
字どおり「端厳し」と意識されたのであろう。
ところで、仏教の受容をめぐっては、代替わりごとに天皇はその是非を群臣に諮問している。こう
した慣行は、新天皇の即位ごとに群臣のイ壬命(再任を含む)を行なうことと関連している。代替わり
ごとに仏教の受容や新羅遠征などの対外重要政策について、群臣に合議を求めるというのがヤマト王
権の政務のあり方で、あった()1尻秋生「仏教の伝来と受容J)。
部民制という社会的分業
5世紀のヤマト王権は、圏内で杖刀人・典曹人などという人制の職能集団を組織して、王権に必要
な社会的分業組織を編成した。その後、物部・忌部や大伴などの部民の制度(部民制)を紘織し、新
たな社会的分業システムを創成した。百済の部制などとの影響が想定される。その部民は、形式的に
分類すると、
(1)王や王族に仕え奉る「名代・子代」
(2)王権を維持する耳荷y;.集団を担う「職業部j
(3)豪族が所有する「部曲」
(白髪部・穴穂、部・小長谷部等)
(物部・大伴・中臣等)
(蘇我部・中臣部・巨勢部等)
の三種類に分けることができる。ヤマト主権を構成する職能集団として、都民制は社会的分業体制の
一翼を担ってし、る。
(1)は、妃や子どもを資養(生活を営むための財政的基礎)する部を含んでいて、王宮・主子宮
・妃宮の名前にちなむ名称が多い。史料上は、 「天皇(清寧天皇)、子無きことを恨みたまひて、乃
ち大伴霊屋大連を諸国に還して、 「白髪部舎人・白髪部膳夫・白髪部鞍負を置くJ (~書紀~r青寧2
年条)というように記されている。各地に白髪部という「べ(部)Jの集団を設定し、舎人・膳夫・
鞍負という職務を担う「トモ(伴)Jを王宮に出仕させ、そのトモを資養する諸物資を各地の部から
出させる。舎人は王宮(王子宮等を含める)などで雑務に従事と、王・王子を護衛する。
(2)の場合、典型的には職掌名を名に負った職務を行なう。たとえば大伴は、 「伴(トモ)Jと
して住え奉る(仕奉という)トモ集団を統率する氏族であり、物部は各地の物産品である「物(モノ)J 
を奉る集団を統率する氏族となる。 (3)は各豪族に隷属する人間集団としての「べ」で、蘇我部は
蘇我氏、中臣部は中臣氏に隷属する部となる。いずれもヤマト王権を構成する氏として、の部民制を
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維持することになる。
こうした「トモーベ」から編成される部民制の出現時期を示す、直接の史料はない。現在のところ、
確実な「部」の史料は、島根県の岡田山一号墳の「額田部臣」である。この古墳は前方後方墳であり、
六世紀半ば~後半の築造とされる。部やカパネは、 6世紀前半には成立していたと思われる。
この部民制は、表記の点でも 5世紀の人制とは顕著な違いがある。杖刀人などの人制は、漢語を用
いて表記した。ところが、部民の名称は、基本的に日本語の語順に従った表記となる。たとえば「養
鳥人Jは部民制の「鳥養L鳥飼)部J、 「典馬(人)Jは「馬飼部Jとなる。つまり部民制の表記では、 「鳥
を養う部J (鳥養部)、 「馬を飼う部J (馬飼部)というように、目的語の名詞を先にあげて動詞を
用いる表記である。鳥・馬などの読みは訓読であろう。司"読を交えた日本語表記が行なわれたことは、
画期的である。こうした部民の日本語順の表記や司iI読には、百済での表記法の総験が想定されるが、
百済系移住民の影響も軽視できないだろう。これまで漢語・漢文という中国式表記か、漢字の音を借
用した仮借(いわゆる漢字仮名)であったが、漢字の意味を訓として取り入れた倭国式の表記が使用
されるようになった。
氏姓制と古墳の政治的秩序
さて、氏姓制が形成されていない5世紀には、倭国王自身が倭国の国名「倭Jを姓として名乗り、
対宋外交を行なった。日本の王践が、姓を有した唯一の時期である。その後、倭国王は部民制の形成
とともに、列島で氏と姓(カパネ)の制度をつくり、自らは氏も姓も保有しなくなった。倭国王は、
氏姓制の秩序を超越した存在になった。実は、こうした枠組みは律令制国家でも同じであり、官人・
百姓の有姓者が良民、天皇一族と賎(五色の賎)が無姓者という構造に繋がった。氏姓制度が形成さ
れた以降、氏姓を賜与し、変更することは国王(天皇)固有の権限になった。そのため、今日でも天
皇一族には氏名がない。
次に、氏姓制と前方後円墳の秩序とを比較しておきたい。倭国王は、プレ・ヤマト::E権の前方後円
墳祭把を継承し、自ら巨大な前方後円墳を築造した。こうした前方後円墳体制では、倭国王が自らが
古墳築造の主として、その秩序の内部に位置していた。前方後円墳(時に前方後方墳)などの古墳の墳
型・規模が、政治的秩序を表現していたのである。
このように前方後円墳の築造を継続してきた倭国王であったが、古墳時代後期における最大規模の
前方後円墳は、 318メートルの規模を誇る五条野丸山古墳(見瀬丸山古墳)である。古墳被葬者は欽
明天皇と想定される。次の敏達天息の王慕も前方後円墳で、河内磯長に営まれた。その後の用明・推
古天皇の王稜は、最終的に方墳であり、河内磯長に造営されている。このようにして、前方後円墳に
よる古墳の政治的秩序が変化していく。その外部的要因のーっとして、氏姓制の成立や仏教思想によ
る影響も考えられるだろう。
崇峻天皇の暗殺
最後に、欽明天皇以降の政治の流れを概観しておこう。欽明が没すると、欽明と宣化天皇の娘の石
姫との聞に誕生した敏達天皇が即位した。敏達は、非蘇我系の天皇である。敏達は即位後、大連に物
部守屋を再任し、大臣には新しく蘇我馬子を任用した。大連の地位は、欽明朝に大伴氏が失脚して以
来、物部氏が単独で占めていた。敏達没後に即位したのは用明天皇であった。用明は、欽明天皇と蘇
我稲目の娘・堅塩媛との間に生まれた長子であり、蘇我腹の天皇が始めて誕生した。蘇我氏の力が、
ようやく物部氏を上まわってきたのである。
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用明の没後、蘇我馬子は額田部長女(後の推古天皐)を奉じて、物部守屋が即位を企てた穴穂部息
子を抹殺した。その3か月後、馬子は泊瀬部皇子(崇峻天皇) ・竹田皇子・厩戸皇子(聖徳太子)ら
を先頭に立てて物部氏と戦い、守屋を殺害した。次に即位したのは、用明の弟崇峻天皇である。馬子
を大臣に再任したが、大連は立てなかった。大臣・大連制が消滅し、大臣だけとなった。
ところが、崇峻が大臣の蘇我馬子を疎んじるという発言を伝え聞いた馬子は、天皇暗殺の計画を企
てた。 r東国の調を進る」と詐り、東国(アヅマ)から調を献上する儀礼の場を設定した。こうした
儀式には、天皇が参加する決まりがあった。このセレモニーの場で、馬子は配下の東漢駒に命じ、崇
峻を殺殺させた。
天皇暗殺という未曾有の事件の後、群臣から天皇に推挙されたのが、額田部皇女である。ヤマト王
権の歴史において、確実な最初の女帝となった推古天皇である。
四 律令制国家の形成
推古朝から「乙巳の変」へ
『日本書紀』によると、推古女帝即位の翌年、 593年(推古元)に「厩戸豊聴耳皇子を立てて、皇
太子とす。何りて録摂政らしむ。万機を以て悉くに委ぬ」とあるように、厩戸息子が立太子した。 w情
書』には「太子を名づけて利(和か)歌弥多弗利となす」とある。この時点では、 「太子」と表記さ
れたが、 「和歌弥多弗未IjJと読まれていた。
また、 「摂政」の職務は「万機を以て悉くに委ぬ」とあるが、厩戸皇子の伝記である『上宮聖徳法
王帝説』には、 「少治田宮御宇天皇の世に、上宮厩戸豊聴、耳命、島大臣と共に天下の政を輔けて、三
宝を興し隆にす。元興と四天皇との等き寺を起つ。爵十二級を制る」とみえる。推古天皇のもと、蘇
我馬子とともに共同で、政治を執っていたのが実態で、ある。このように『書紀』には、後世の潤色がみ
られる。
中国では、 589年(崇峻2)に惰が中国を統ーした。推古8年には第1回の遣惰使が派遣されたこ
とが、 『情書』倭国伝に記載されている。推古15年 (607)に遣晴使小野妹子が持参した国書には、
「日出ずる処の天子、審を日没する処の天子に致す」と記されていた。惰の燭帝は、 「蛮夷の番、無
礼なる者あり、復た以て聞することなかれ」と怒り、不快感を顕わにした。東夷の倭国が、情皇帝と
同等の「天子」を名のることは許されなかった。倭国の側からいえば、 5世紀における中国との冊封
関係から離脱し、対等な関係で対惰外交を結ぼうとしたことになる。
642年から 643年にかけて、朝鮮半島では大きな政変が起こった。 642年9月ないし 10月に、高
句麗では大臣の泉蓋蘇文が国王の栄留王を殺害し、その弟の子宝蔵王を即位させ、実権を掌握するク
ーデ、ターが起こった。百済では643年正月に、国王の母が没し、国王の弟や子どもが島に追放される
という事件があった。
こうした政治情報が伝わった倭国に、大きな影響を与えざるをえなかった。貴族が実権を握る高句
麗型政変と、国王が権力を集中した百済型政変が伝えられたからである。このような朝鮮半島の政変
の背景として、強大化した唐帝国の発展によって、周辺国が権力集中を余儀なくされてきていたから
である。
当時の倭国では、皇極天皇のもとで蘇我蝦夷・入鹿父子が「権力Jを行使していた。半島からの情
報で政治情勢が緊張するなか、唐から帰国した南淵請安に学んだ中大兄(後の天智天皇)と中臣鎌足
とは、蘇我入鹿の暗殺を計画した。 r三韓の調」が献上される日を仕組み、皇極女帝とともに入鹿の
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参列をはかり、儀式のさなかに入鹿を殺害した。蝦夷も自尽し、蘇我本宗家は滅んだ。このクーデタ
ーは乙巳年 (645年)に起こったので、 「乙巳の変」という。
皇極天皇が譲位し、同母弟の孝徳天皇が即位した。これまで、の王位は終身王位制で、あったが、始め
て生存中の譲位が行なわれた。主権の歴史にとって、樹立は画期的な出来事であった。新政権は、 「大
化」と改元して、 「東国国司の詔」を出し、 「鐘植の制」や「男女の法」を定めた。そして、大化元
年 (645) 9月に古人大兄の謀反を鎮圧した後、難波に遷都した。大化2年 (646)正月には、改新の
詔を発布した。
大化の改新詔
詔をかいつまんでいうと、子代の民・屯倉と部曲の民・田荘を廃止して「食封J等を支給する第一
項から、地域行政組織や軍事・駅制を設定する第二項、人口と田地調査の第三項と、税制改革を示す
第四項から構成されている。改新詔に記された「郡J ["町段歩」の文字は、明白に大宝令によって潤
色されており、 『日本書紀』の詔が元のかたちの「原詔」ではない。
部民制の廃止による改革が、公民制支配への較換を意味したことは事実であろう。しかし、こうし
た百姓・団地支配が律令制国家まで続き、 「私地私民制」から「公地公民制」へと転換したとする説
は、問題が多い。たとえば律令制下の口分田は、 「私田J ["私地」であるが、その制度が「公地公民
制」捉えられている。当時の口分田への法意識と学術用語の帯離が、はなはだしすぎるからである。
なお、改新詔を全否定する説もあるが、原詔は存在した可能性が強い。
大宝令で潤色された「郡J ["町段歩」の文字は、 「郡」が「評」、 「町段歩」は「代」で、あった。
「評」と「代」の用語は、 「朝貢国」である朝鮮諸国の行政単位(評)と面積単位(代)で、あった。
改新詔では、こうした朝鮮系の用字を避けた可能性が強い。新しく使用された「郡J ["町段歩」の字
は、当時の唐では使われていないが、中国の用語を使用して、東夷の小帝国とする面目を強調したも
のと思われる。
つまり、詔にみられる行政組織の「評」や面積単位の「代」など、 「朝貢国」である朝鮮の制度に
基づく行政区画名と土地単位を抹消し、中国と比肩できる法治国家の始原として、改新詔を提示する
ことが目的であったと思われる。
圏内外の戦争と天武天皇の即位
斉明6年 (660)、百梼の使者が百済閣まらが新羅・唐連合軍に降伏したと伝えてきた。また、百
済の遺臣・鬼室福信が唐人の捕虜を献上し、倭国に滞在している人質の王子余豊嘩の帰還と救援軍の
派遣を求めてきた。
斉明天皇は、余豊嘩を帰国させることにした。自ら西征した斉明は、筑紫の朝倉宮で没してしまっ
た。中大兄が称制(正式な即位儀礼をせずに即位すること)し、外征軍を派遣するとともに、余豊嘩
を百済の王位につけて、百済に帰国させた。倭国は、百済王位に関与したのである。ここにも小帝国
という倭国の、政治行為の一端を見ることができる。
最終的には、半島の白村江において百済・倭国連合軍は、唐・新羅連合軍に大敗した。倭国の貴族
にとって、国家が滅亡するという事実と、軍事の重要性を認識させられた。これらは、-貴重な政治体
験になったと考えられる。
称制していた中大兄は、近江大津宮(滋賀県大津市)に遷都し、天智7年 (668)に正式に即位し
た。この天智朝では、律令政治が構想され、直系の皇位継承法と想定される「不改常典の法」が定ま
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った。後の律令法には、息位継承法は規定されていない。天智天息が「不改常典の法」を定めたのは、
子の大友皇子に天皇位を継承させるためと思われる。
それまでの皇位継承法では、天智亡き後は、弟の大海人皇子が皇位を継ぐことになる。大友皇子は、
天智 10年 (671)に太政大臣に就任し、大海人息子の地位より高くなった。天智が危篤の状態になり、
大海人皇子は出家して、吉野宮(奈良県吉野町宮滝付近)に赴いた。天智没後、大津宮の大友皇子は
称制したと思われる。
天智没後の、天武元年 (672) に壬申の乱が勃発した。戦略・戦術に長け、東国に依拠した大海人
皇子側の勝利に終わった。大海人は、飛鳥の浄御原宮で即位した。天武天皇である。天武は「皇親政
1台」を行なったが、専制君主として振る舞った。
天武朝と宮都
天武の王宮は浄御原宮であるが、告予明天皇が飛鳥に岡本宮を建設してから、板葺宮・後岡本宮・浄
御原宮というように飛鳥の地に王宮が設営された。これらの官を「飛鳥正宮(飛鳥諸宮)Jと呼称し
ている。ただし、孝徳天皇の難波宮、天智天皇の近江宮など飛鳥の地を離れたこともある。
天武には、早くから新しい王都城建設の意志があり、天武朝には新益京(藤原宮・京)の造営が開
始された。天武没後に皇位を継いだのは、皇后の持続である。持統は称制を経て、即位した。持統3
年 (689)には、飛鳥浄御原令を施行し、令にともなって国家が運営された。
飛鳥浄御原令は一条も残存していないが、戸令(持続4年9月条)などの篇目は存在していた。官
僚機構として、天武朝には六官(法官(後の式部省) ・理官(治部省〉 ・大蔵(大蔵省) ・兵政官(兵
部省〉 ・刑官(刑部省・民官(民部省))が存在したことは確実であるが、沖御原令にはこ官八省の
前身官司は存在していたであろう。
このような官僚制機構を構築し、律令制的支配を実現するには、浄御原宮では難しい。二官八省の
施設を建設することが重要であり、王宮内には各官僚機構がレイアウトされた。このように基本的に
は、律令法の施行と宮都建設は密接な関係がある。したがって、浄御原令の施行と藤原宮の造営は、
内的な関連性があると思われる。藤原京は、中国の古典『周礼』考行記にみられる思想に基づいて設
計され、十条十坊の正方形のかたちで、その中央に官(藤原官)が位置した。
藤原宮の時期には、大宝元年 (701)に大宝令と律が完成した。ここに律令制国家が誕生したが、
藤原宮で、は大宝令の円滑な実施に必要な二官八省の施設は難しかったと想定される。しかも、大宝元
年度の遣唐使(発遣は大宮2年)によって、新たな中国都城の情報がもたらされ、平城宮・京の建設
へと時代は動いていった。
律令法の施行
律令法とは、中国で発達した体系的な法典である。一般的にいえば律は刑罰法であり、令は国家機
構を運営する行政法・教化法となる。
現在残されている令は、養老令である。~令義解~ (官撰の養老令注釈書、天長 10年 (833)完成)
と『令集解~ (9世紀半ば成立。養老令の諸注釈を集成した書。大宝令を注釈した「古記」を含む)
によって、ほぼ全貌を知ることができる。大宝令は、養老令の条文をもとにして復元することになる
が、令全体の復元案はいまだ提示されていない。
なお、天智 10年に施行されたという「近江令」は、体系的法典としては成立しなかったと恩われ
る。おそらく単行法令のかたちで、実施されたのであろう。具体的な内容は不明であるが、その歴史
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的意義は正当に評価しなければならない。たとえば、天智9年に作成された庚午年籍は、朝廷による
統一方針がなければ実現しなかったで、あろう。
大宝律令の手本となったのは、 651年に編纂された唐の永徽律令である。!者令は、永徽律令も後の
開元年間の令もそれ自体としては残っていない。ところが、中国漸江省寧波市の天ー閣博物館で、北
宋天聖令の一部が発見された。天聖令には、木用となった開元二主年令が付載されており、中間令研
究では画期的な発見となった。
中国の律令法を継受した日本律令は、いうまでもなく漢語・漢文で記載されている。このように当
時の正式な国家文書は、漢語・漢文が用いられた。中国の文字である漢字を使用して、国家意思を表
現したのである。中国語と日本語とでは文法構造が異なるが、国家聞のみならず、圏内政治に漢字・
漢語・漢文を使用する文書主義が採用されたのである。
(注)天息号の使用は天武朝からであるが、ぞれ以前にも漢風説号とともに便宜的に用いた。
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